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　還暦を過ぎてからマラソンとフランス語を始めた。フ

ランス語は，最初はアリアンス・フランセーズ，現在は

アンスティチュ・フランセという名称に変わったが，こ

こでフランス人教師に教えてもらっている（現在はコロ

ナ禍のため休学中）。欧州アルプス登山，トレッキング，

トレイルランでフランスに通い続けており，現地生活す

るうえで必要性に迫られたからである。フランス語が話

せるようになって良かったことの一つは，大好きなブル

ゴーニュワインを探したり，美味しいフランス料理を食

べに現地に行っても困らないことである。授業で若い人

たちとフランス文化についてディスカッションすること

はとても楽しい。フランス語の構造言語としての厳格性

は，仕事にも役立っている。

　マラソンは自己流の練習であるが，年代別ではかなり

いい線をいっている。フルマラソンの自己ベストは東京

マラソン 2013 年で 3 時間 18 分，年代別で 3 位に入賞し

た。現在はコロナ禍でレースがないが，練習ではサブ 4

（4 時間以内）で走っている。マラソンは年間 5-6 回の

レースに出場し，今までに 58 回完走した。海外もミュ

ンヘン 2 回と，デュッセルドルフを走った。ミュンヘン

は若い頃研修に行き，勉強仲間のドイツ人弁理士たちが

同窓会を開いてくれる楽しみもある。走行距離は 1 月

300km，年間 3000km，地球一周 4 万キロにあと少しと

なった。

　マラソンもフランス語もなぜ続けられるかというと，

「楽しいから」の一言に尽きる。忙しい仕事の時間を割

いて，趣味を続けるのは楽しくなければできない。毎日

少しの時間でもよいから練習する。平日は仕事が終わっ

てから 1 時間走り，休日は午前中仕事，午後は 2-3 時間

走る。フルマラソンは 42.195km であり，中途半端な距

離ではない。後半はいつも苦しく，気力を奮い起こして

自分との戦いになる。時には鬼のような形相をして走っ

ている。その結果，強い気力が養える。

　しかし，無理をして故障してしまうこともある。今ま

でに足裏筋，膝，内腿筋を痛め，数か月間走れなくなっ

たこともある。その都度，痛めた個所の周りの筋肉を鍛

えてリハビリしたり，水泳などで治してきた。故障しな

い秘訣は，毎日ストレッチを十分に行うことである。
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　マラソンをして仕事に役立ったことは，体力と気力，

それに集中力である。一気に大量の仕事を処理する能力

が身についた。毎日，若い人たちに負けない仕事量を能

率よくこなしている。もちろん，健康状態を良好に保

ち，よく眠れ，よく食べ飲み，ストレスも溜めないメ

リットもある。

　ときどき，マラソンの練習に淀川河川敷を走っている

と，サイクリングをしているフランス語教師と出会うこ

とがある。一瞬の出会いなので，「ボンジュール！ サ　

ヴァ？」（こんにちは！　お元気？）と挨拶して別れる

が，なんともさわやかな気分になる。


